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(57)【要約】
【課題】本発明は、混色不良を最小化して、表示品質を
改善した有機発光表示装置を提供する。
【解決手段】本発明に係る有機発光表示装置は、ピクセ
ル、バンク、及び光ストッパーを含む。バンクは、前記
ピクセルを区画し、隣接する前記ピクセル間に備えられ
た少なくとも一つの凹部を有する。光ストッパーの少な
くとも一部は、前記凹部内に引き込まれる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピクセルと、
　前記ピクセルを区画し、隣接する前記ピクセル間に備えられた少なくとも一つの凹部を
有するバンクと、
　少なくとも一部が前記凹部内に引き込まれる光ストッパーを含む、表示パネル。
【請求項２】
　前記光ストッパーの上部表面は、
　前記バンクの上部表面からあらかじめ設定された間隔だけ離隔された、請求項１に記載
の表示パネル。
【請求項３】
　前記凹部は、
　前記バンクの全体の厚さを完全に貫通する穴形状を有する、請求項１に記載の表示パネ
ル。
【請求項４】
　前記凹部は、
　前記バンクの上部表面を内側に部分的に陥没させることにより設けられた溝形状を有す
る、請求項１に記載の表示パネル。
【請求項５】
　前記光ストッパーは、
　互いに異なる色を発光するピクセル間にのみ選択的に配置される、請求項１に記載の表
示パネル。
【請求項６】
　前記ピクセルは、
　第１色を発光する第１ピクセルと
　前記第１ピクセルと第１方向に隣接し、第２色を発光する第２ピクセルと、
　前記第１ピクセルと第２方向に隣接し、前記第１色を発光する第３ピクセルを含み、
　前記光ストッパーは、
　前記第１ピクセルと前記第２ピクセルの間に配置され、
　前記第１ピクセルと前記第３ピクセルの間に配置されない、請求項１に記載の表示パネ
ル。
【請求項７】
　前記ピクセルの各々は、有機発光ダイオードをさらに含み、
　前記有機発光ダイオードは、
　前記ピクセルのそれぞれに割り当てられた第１電極と
　前記第１電極上に配置され、前記ピクセルを覆う有機化合物層と、
　前記有機化合物層上に配置され、前記ピクセルを覆う第２電極を含み、
　前記有機化合物層は、
　前記光ストッパーが配置された少なくとも一領域において、前記バンク上に物理的に分
離された状態で残留する、請求項１に記載の表示パネル。
【請求項８】
　前記第２電極は、
　前記少なくとも一領域において、前記バンク上に物理的に分離された状態で残留する、
請求項７に記載の表示パネル。
【請求項９】
　前記光ストッパーの周囲を包み込むバリアをさらに含む、請求項１に記載の表示パネル
。
【請求項１０】
　前記バリアは、
　第１部分及び第２部分に区分される、請求項９に記載の表示パネル。
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【請求項１１】
　前記第１部分と前記第２部分は、
　互いに異なる物質からなる、請求項１０に記載の表示パネル。
【請求項１２】
　前記バリアは、
　無機物質を含む、請求項９に記載の表示パネル。
【請求項１３】
　前記光ストッパーは、
　ブラック色である、請求項１に記載の表示パネル。
【請求項１４】
　ディスプレイ駆動回路と、
　表示パネルを含み、
　前記表示パネルは、
　ピクセルと、
　前記ピクセルを区画し、隣接する前記ピクセル間に備えられた少なくとも一つの凹部を
有するバンクと、
　少なくとも一部が前記凹部内に引き込まれる光ストッパーを含む、有機発光表示装置。
【請求項１５】
　前記光ストッパーの上部表面は、
　前記バンクの上部表面からあらかじめ設定された間隔だけ離隔された、請求項１４に記
載の有機発光表示装置。
【請求項１６】
　前記凹部は、
　前記バンクの全体の厚さを完全に貫通する穴形状を有するか、または前記バンクの上部
表面を内側に部分的に陥没させることにより設けられた溝形状を有する、請求項１４に記
載の有機発光表示装置。
【請求項１７】
　前記光ストッパーは、
　互いに異なる色を発光するピクセル間にのみ選択的に配置される、請求項１４に記載の
有機発光表示装置。
【請求項１８】
　前記ピクセルは、
　第１色を発光する第１ピクセルと
　前記第１ピクセルと第１方向に隣接し、第２色を発光する第２ピクセルと、
　前記第１ピクセルと第２方向に隣接し、前記第１色を発光する第３ピクセルを含み、
　前記光ストッパーは、
　前記第１ピクセルと前記第２ピクセルの間に配置され、
　前記第１ピクセルと前記第３ピクセルの間に配置されない、請求項１４に記載の有機発
光表示装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネルと有機発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　陰極線管（Cathode Ray Tube）の短所である重さと体積を減らすことができる各種表示
装置（display device）が開発されている。このような表示装置は、液晶表示装置（Liqu
id Crystal Display、ＬＣＤ）、電界放出表示装置（Field Emission Display、ＦＥＤ）
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、プラズマディスプレイパネル（Plasma Display Panel、ＰＤＰ）及び有機発光表示装置
（Organic Light Emitting Display device; ＯＬＥＤ）などで実現されることができる
。
【０００３】
　これらの表示装置の内、有機発光表示装置は、有機化合物を励起させて発光させる自発
光型表示装置であり、ＬＣＤで使用されるバックライトを必要とせずに軽量薄型を可能と
するだけでなく、工程を単純化させることができる利点がある。また、有機電界発光表示
装置は、低温製作が可能であり、応答速度が１ｍｓ以下で高速の応答速度を有するだけで
なく、低消費電力、広い視野角及び高コントラスト（Contrast）などの特性を有するとい
う点で広く使用されている。
【０００４】
　有機発光表示装置は、電気エネルギーを光エネルギーに転換する有機発光ダイオード（
Organic Light Emitting Diode）を含む。有機発光ダイオードは、アノード、カソード、
及びこれらの間に配置される有機化合物層を含む。有機発光表示装置は、アノード及びカ
ソードからそれぞれ注入された正孔と電子が発光層内部で結合して励起子であるエキシト
ン（exciton）を形成し、形成されたエキシトンが励起状態（excited state）から基底状
態（ground state）に落ちながら発光して画像を表示することになる。
【０００５】
　有機化合物層は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）の有機化合物層を含むことが
でき、これらは対応する赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）ピクセル内にそれぞれ形
成されることができる。このように、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）ピクセルパタ
ーニング（patterning）のために、一般的に微細金属マスク（Fine Metal Mask、ＦＭＭ
）が用いられる。ただし、プロセス技術の飛躍的な発展にもかかわらず、高解像度の表示
装置を実現するためにＦＭＭマスクを利用するには限界がある。実際に、現在の１０００
ＰＰＩ以上の解像度を実現するためにＦＭＭマスクを利用する場合、一定水準以上の工程
歩留まりを確保することが難しいのが実情である。
　また、大面積の高解像度表示装置を実現するためには、これと対応する大面積のＦＭＭ
マスクを必要とするが、マスクの面積が増加するほど、その重量によって中心が垂れ下が
る現象が発生し、有機化合物層が自分の位置に形成されないなど、さまざまな不良が惹起
される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、混色不良を最小化して、表示品質を改善した有機発光表示装置を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る有機発光表示装置は、ピクセル、バンク、及び光ストッパーを含む。バン
クは、前記ピクセルを区画し、隣接する前記画素間に備えられた少なくとも一つの凹部を
有する。光ストッパーの少なくとも一部は、前記凹部内に引き込まれる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明は、光ストッパーを含むことにより、混色不良を最小化することができる。これ
により、本発明は、表示品質が著しく改善された有機発光表示装置を提供することができ
る利点を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る有機発光表示装置を概略的に示すブロック図である。
【図２】図１に示されたピクセルを概略的に示した構成図である。
【図３】図２の具体的な例示を示す構成図である。



(5) JP 2019-102454 A 2019.6.24

10

20

30

40

50

【図４】本発明に係る有機発光表示装置のピクセルを示す断面図である。
【図５】関連技術の問題点を説明するための図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置を概略的に示す断面図である。
【図７】ライトストッパの配置例を説明するための図である。
【図８】本発明の第１実施形態に係る他の効果を説明するための図である。
【図９】本発明の第１実施形態に係る他の効果を説明するための図である。
【図１０】本発明の第２実施形態に係る有機発光表示装置を概略的に示す断面図である。
【図１１Ａ】バリアの形成方法の例を時系列的に示した図である。
【図１１Ｂ】バリアの形成方法の例を時系列的に示した図である。
【図１１Ｃ】バリアの形成方法の例を時系列的に示した図である。
【図１１Ｄ】バリアの形成方法の例を時系列的に示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付した図面を参照して本発明に係る好ましい実施形態を説明する。明細書の全
体に亘って同一な参照番号は実質的に同一な構成要素を意味する。以下の説明において、
本発明と関連した公知技術または構成に対する具体的な説明が本発明の要旨を不必要に曖
昧にすることがあると判断される場合、その詳細な説明を省略する。様々な実施形態を説
明することにおいて、同一の構成要素については、冒頭で代表的に説明し、他の実施形態
においては、省略することができる。
【００１１】
　第１、第２などのように序数を含む用語は、様々な構成要素を説明するために使用する
ことができるが、前記構成要素は、前記用語によって限定されない。前記用語は、１つの
構成要素を他の構成要素から区別するためにのみ使用される。
【００１２】
　図１は、有機発光表示装置を概略的に示すブロック図である。図２は図１に示されたピ
クセルを概略的に示した構成図である。図３は図２の具体的な例示を示す構成図である。
図４は、本発明に係る有機発光表示装置のピクセルを示す断面図である。図５は、関連技
術の問題点を説明するための図である。
【００１３】
　図１を参照すると、本発明に係る有機発光表示装置１０は、ディスプレイ駆動回路、表
示パネル（ＤＩＳ）を含む。
【００１４】
　ディスプレイ駆動回路は、データ駆動回路１２、ゲート駆動回路１４とタイミングコン
トローラ１６を含み入力映像のビデオデータ電圧を表示パネル（ＤＩＳ）のピクセル（Ｐ
ＸＬ）に書き込む。データ駆動回路１２は、タイミングコントローラ１６から入力される
デジタルビデオデータ（ＲＧＢ）をアナログガンマ補償電圧に変換して、データ電圧を発
生する。データ駆動回路１２から出力されたデータ電圧は、データ配線（Ｄ１～Ｄｍ）に
供給される。ゲート駆動回路１４は、データ電圧に同期されるゲート信号をゲート配線（
Ｇ１～Ｇｎ）に順次供給して、データ電圧が書き込まれる表示パネル（ＤＩＳ）のピクセ
ル（ＰＸＬ）を選択する。
【００１５】
　タイミングコントローラ１６は、ホストシステム１９から入力される垂直同期信号（Ｖ
ｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、データイネーブル信号（Data Enable、ＤＥ
）、メインクロック（ＭＣＬＫ）などのタイミング信号の入力を受け、データ駆動回路１
２とゲート駆動回路１４の動作タイミングを同期させる。データ駆動回路１２を制御する
ためのデータタイミング制御信号は、ソースサンプリングクロック（Source Sampling Cl
ock、ＳＳＣ）、ソース出力イネーブル信号（Source Output Enable、ＳＯＥ）などを含
む。ゲート駆動回路１４を制御するためのゲートタイミング制御信号は、ゲートスタート
パルス(Gate Start Pulse、ＧＳＰ）、ゲートシフトクロック（Gate Shift Clock、ＧＳ
Ｃ）、ゲート出力イネーブル信号（Gate Output Enable、ＧＯＥ）などを含む。
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【００１６】
　ホストシステム１９は、テレビシステム、セットトップボックス、ナビゲーションシス
テム、ＤＶＤプレーヤー、ブルーレイプレーヤー、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、ホ
ームシアターシステム、電話システム（Phone system）の内、いずれか１つで実現される
ことができる。
【００１７】
　ホストシステム１９は、スケーラー（scaler）を内蔵したＳｏＣ（System on chip）を
含み、入力映像のデジタルビデオデータ（ＲＧＢ）を表示パネル（ＤＩＳ）に表示するの
に適した形式に変換する。ホストシステム１９は、デジタルビデオデータと一緒にタイミ
ング信号（Vsync、Hsync、ＤＥ、ＭＣＬＫ）をタイミングコントローラ１６に伝送する。
【００１８】
　表示パネル（ＤＩＳ）は、様々な平面形状を有することができる。つまり、表示パネル
（ＤＩＳ）は長方形、正方形の形状を有することができることはもちろん、円形、楕円形
、多角形などの様々な異形（free form）の平面形状を有することができる。
【００１９】
　表示パネル（ＤＩＳ）は赤色（Ｒ）、青色（Ｂ）及び緑色（Ｇ）をそれぞれ発光する赤
色（Ｒ）、青色（Ｂ）及び緑色（Ｇ）ピクセル（ＰＸＬ）を含む。必要に応じて、表示パ
ネル（ＤＩＳ）は白色（Ｗ）などの他の色を発光するピクセル（ＰＸＬ）をさらに含むこ
とができる。以下では、説明の便宜のために、表示パネル（ＤＩＳ）が赤色（Ｒ）、青色
（Ｂ）と緑色（Ｇ）ピクセル（ＰＸＬ）を含む場合を例に挙げて説明する。
【００２０】
　ピクセル（ＰＸＬ）は、様々な形状を有することができる。つまり、ピクセル（ＰＸＬ
）は、円形、楕円形、多角形など様々な平面形状を有することができる。ピクセル（ＰＸ
Ｌ）の内、いずれか１つは、他の一つと異なるサイズ及び／または平面形状を有すること
ができる。ピクセル（ＰＸＬ）の各々は有機発光ダイオードを含む。
【００２１】
　本発明に係る有機発光表示装置は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）を実現する
ために、白色（Ｗ）を発光する有機化合物層（ＯＬ）、及び赤色（Ｒ）、青色（Ｂ）及び
緑色（Ｇ）のカラーフィルタ（color filter）を含む。つまり、有機発光表示装置は、有
機化合物層（ＯＬ）から放出された白色（Ｗ）光が赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ
）ピクセル（ＰＸＬ）に対応する領域にそれぞれ備えられた赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び
青色（Ｂ）のカラーフィルタ（color filter）を通過することにより、赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）及び青色（Ｂ）を実現することができる。
【００２２】
　本発明に係る有機発光表示装置の場合、白色（Ｗ）を発光する有機化合物層をパネル全
面の大部分を覆うように広く形成すれば十分であるため、赤色（Ｒ）、青色（Ｂ）及び緑
色（Ｇ）の有機化合物層のそれぞれを区別して対応するピクセル（ＰＸＬ）の内に割り当
てるためにＦＭＭマスクを利用する必要がない。したがって、本発明は、前述したＦＭＭ
マスクを使用することによる問題点、例えば、高解像度の実現の時のプロセスの歩留まり
の低下、有機化合物層が自分の位置に形成されないアライン（align）不良などを防止す
ることができる利点を有する。
【００２３】
　図２をさらに参照すると、表示パネル（ＤＩＳ）には複数のデータ配線（Ｄ）と、複数
のゲート配線（Ｇ）が交差され、この交差領域ごとにピクセル（ＰＸＬ）がマトリックス
形態で配置される。ピクセル（ＰＸＬ）のそれぞれは、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）
、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）に流れる電流量を制御する駆動薄膜トランジスタ（Th
in Film Transistor）（ＤＴ）、駆動薄膜トランジスタ（ＤＴ）のゲート‐ソース間電圧
を設定するためのプログラミング部（ＳＣ）を含む。
【００２４】
　プログラミング部（ＳＣ）は、少なくとも一つ以上のスイッチ薄膜トランジスタと、少
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なくとも一つ以上のストレージキャパシタを含むことができる。スイッチ薄膜トランジス
タは、ゲート配線（Ｇ）からのゲート信号に応答してターンオンされることにより、デー
タ配線（Ｄ）からのデータ電圧をストレージキャパシタの一つの電極に印加する。駆動薄
膜トランジスタ（ＤＴ）は、ストレージキャパシタに充電された電圧の大きさに応じて、
有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）に供給される電流量を制御して、有機発光ダイオード（
ＯＬＥＤ）の発光量を調節する。有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の発光量は、駆動薄膜
トランジスタ（ＤＴ）から供給される電流量に比例する。このようなピクセル（ＰＸＬ）
は、高電位電圧源（Ｅｖｄｄ）と低電位電圧源（Ｅｖｓｓ）に接続されて、図示しない電
源発生部からそれぞれ高電位電源電圧と低電位電源電圧の供給を受ける。ピクセル（ＰＸ
Ｌ）を構成する薄膜トランジスタは、ｐ型で実現されるか、または、ｎ型に実現されるこ
とができる。また、ピクセル（ＰＸＬ）を構成する薄膜トランジスタの半導体層は、アモ
ルファスシリコンまたは、ポリシリコンまたは、酸化物を含むことができる。以下におい
ては、半導体層が酸化物を含む場合を例に挙げて説明する。有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）は、アノード（ＡＮＯ）、カソード（ＣＡＴ）、及びアノード（ＡＮＯ）とカソード
（ＣＡＴ）の間に介在された有機化合物層を含む。アノード（ＡＮＯ）は駆動薄膜トラン
ジスタ（ＤＴ）と接続される。
【００２５】
　図３の（ａ）に示すように、サブピクセルは、前述したスイッチングトランジスタ（Ｓ
Ｗ）、駆動トランジスタ（ＤＲ）、キャパシタ（Ｃｓｔ）及び有機発光ダイオード（ＯＬ
ＥＤ）だけでなく、内部補償回路（ＣＣ）を含むことができる。内部補償回路（ＣＣ）は
、補償信号ライン（ＩＮＩＴ）に接続された１つ以上のトランジスタを含むことができる
。内部補償回路（ＣＣ）は、駆動トランジスタ（ＤＲ）のゲート‐ソース間電圧をしきい
値電圧が反映された電圧にセッティングして、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）が発光す
る際に駆動トランジスタ（ＤＲ）のしきい電圧による輝度変化を排除する。この場合には
、スキャンライン（ＧＬ１）は、スイッチングトランジスタ（ＳＷ）と、内部補償回路（
ＣＣ）のトランジスタを制御するために、少なくとも２つのスキャンライン（ＧＬ１ａ、
ＧＬ１ｂ）を含むことになる。
【００２６】
　図３の（ｂ）に示すように、サブピクセルは、スイッチングトランジスタ（ＳＷ１）、
駆動トランジスタ（ＤＲ）、センシングトランジスタ（ＳＷ２）、キャパシタ（Ｃｓｔ）
及び有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）を含むことがことができる。センシングトランジス
タ（ＳＷ２）は、内部補償回路（ＣＣ）に含めることができるトランジスタであって、サ
ブピクセルの補償駆動のためにセンシング動作を実行する。
【００２７】
　スイッチングトランジスタ（ＳＷ１）は、第１スキャンライン（ＧＬ１ａ）を介して供
給されたスキャン信号に応答して、データライン（ＤＬ１）を介して供給されるデータ電
圧を第１ノード（Ｎ１）に供給する役割をする。そしてセンシングトランジスタ（ＳＷ２
）は、第２スキャンライン（ＧＬ１ｂ）を介して供給されたセンシング信号に応答して、
駆動トランジスタ（ＤＲ）と有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の間に位置する第２ノード
（Ｎ２）を初期化したり、センシングしたりする役割をする。
【００２８】
　本発明のピクセルの構造は、これに限定されず、２Ｔ（Transistor）１Ｃ（Capacitor
）、３Ｔ１Ｃ、４Ｔ２Ｃ、５Ｔ２Ｃ、６Ｔ２Ｃ、７Ｔ２Ｃなどで多様に構成されることが
できる。
【００２９】
　図４を参照すると、本発明の好ましい実施形態に係る有機発光表示装置は、薄膜トラン
ジスタ基板（ＳＵＢ）を含む。薄膜トランジスタ基板（ＳＵＢ）上にピクセルのそれぞれ
に割り当てられた薄膜トランジスタ（Ｔ）と、薄膜トランジスタ（Ｔ）と接続された有機
発光ダイオード（ＯＬＥ）が配置される。隣接するピクセルは、バンク（ＢＮ）（あるい
は、ピクセル定義膜）によって区画されることができ、各ピクセル（ＰＸＬ）の平面形状
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は、バンク（ＢＮ）によって定義されることができる。したがって、予め設定された平面
形状を有するピクセル（ＰＸＬ）を形成するためには、バンク（ＢＮ）の位置と形状は適
宜選択することができる。
【００３０】
　薄膜トランジスタ（Ｔ）は、ボトムゲート（bottom gate）、トップゲート（top gate
）、ダブルゲート（double gate）構造など、様々な方式の構造で実現されることができ
る。つまり、薄膜トランジスタ（Ｔ）は、半導体層、ゲート電極、ソース/ドレイン電極
を含むことができ、半導体層、ゲート電極、ソース／ドレイン電極は、少なくとも一つの
絶縁層を挟んで互いに異なる層に配置されることができる。
【００３１】
　薄膜トランジスタ（Ｔ）と有機発光ダイオード（ＯＬＥ）の間には、少なくとも一つ以
上の絶縁膜（ＩＮ）が介在されることができる。前記絶縁膜（ＩＮ）はフォトアクリル（
photo acryl）、ポリイミド（polyimide）、ベンゾシクロブテン系樹脂（benzocyclobute
ne resin）、アクリル酸系樹脂（acrylate）のような有機物質からなる平坦化膜を含むこ
とができる。平坦化膜は薄膜トランジスタ（Ｔ）と、複数の信号配線が形成された基板（
ＳＵＢ）の表面を平坦化させることができる。図示しないが、絶縁膜は、酸化シリコン（
ＳｉＯｘ）膜、窒化シリコン（ＳｉＮｘ）膜またはこれらの多重層からなる保護膜をさら
に含むことができ、保護膜は、平坦化膜と薄膜トランジスタ（Ｔ）との間に介在されるこ
とができる。薄膜トランジスタ（Ｔ）と有機発光ダイオード（ＯＬＥ）は、１つ以上の絶
縁膜（ＩＮ）を貫通するピクセルコンタクトホール（ＰＨ）を介して電気的に接続するこ
とができる。
【００３２】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥ）は、互いに対向する第１電極（Ｅ１）、第２電極（Ｅ２
）、及び第１電極（Ｅ１）と第２電極（Ｅ２）との間に介在された有機化合物層（ＯＬ）
を含む。第１電極（Ｅ１）は、アノードであることができ、第２電極（Ｅ２）は、カソー
ドであることができる。
【００３３】
　第１電極（Ｅ１）は、単一層または多重層からなることができる。第１電極（Ｅ１）は
、反射層をさらに含み反射電極で機能することができる。反射層は、アルミニウム（Ａｌ
）、銅（Ｃｕ）、銀（Ａｇ）、ニッケル（Ｎｉ）またはこれらの合金からなることができ
、好ましくは、ＡＰＣ（銀／パラジウム／銅合金）からなることができる。一例として、
第１電極（Ｅ１）は、ＩＴＯ／Ａｇ／ＩＴＯからなる三重層で形成されることができる。
第１電極（Ｅ１）は、各ピクセルに対応するように分割されて、各ピクセルに1つ割り当
てることができる。
【００３４】
　第１電極（Ｅ１）が形成された基板（ＳＵＢ）上には、隣接するピクセルを区画するバ
ンク（ＢＮ）が位置する。バンク（ＢＮ）は、ポリイミド（polyimide）、ベンゾシクロ
ブテン系樹脂（benzocyclobutene resin）、アクリル酸系樹脂（acrylate）のような有機
物質からなることができる。バンク（ＢＮ）は、第１電極（Ｅ１）の中心部のほとんどを
露出するための開口部を含む。バンク（ＢＮ）によって露出された第１電極（Ｅ１）の部
分は、発光領域と定義することができる。バンク（ＢＮ）は、第１電極（Ｅ１）の中心部
を露出するが、第１電極（Ｅ１）の側端を覆うように配置されることができる。
【００３５】
　バンク（ＢＮ）が形成された基板（ＳＵＢ）上には、白色（Ｗ）を発光する有機化合物
層（ＯＬ）が形成される。有機化合物層（ＯＬ）は、ピクセルを覆うように薄膜トランジ
スタ基板（ＳＵＢ）上に延長されて配置される。有機化合物層（ＯＬ）は、多重スタック
構造を有することができる。この内、２スタック構造は、第１電極（Ｅ１）と第２電極（
Ｅ２）との間に配置された電荷生成層（Charge Generation Layer、ＣＧＬ）、及び電荷
生成層を間に置いて電荷生成層下部と上部にそれぞれ配置された第１スタック及び第２ス
タックを含むことができる。第１スタックと第２スタックは、それぞれ発光層（Emission
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 layer）を含み、正孔注入層（Hole injection layer）、正孔輸送層（Hole transport l
ayer）、電子輸送層（Electron transport layer）及び電子注入層（Electron injection
 layer ）のような共通の層（common layer）の内、少なくともいずれか一つをさらに含
むことができる。第１スタックの発光層と第２スタックの発光層は、互いに異なる色の発
光物質を含むことができる。
【００３６】
　他の例として、白色（Ｗ）を発光する有機化合物層（ＯＬ）は単一スタック構造を有す
ることができる。単一スタックは、それぞれ発光層（Emission layer、ＥＭＬ）を含み、
正孔注入層（Hole injection layer、ＨＩＬ）、正孔輸送層（Hole transport layer、Ｈ
ＴＬ）、電子輸送層（Electron transport layer、ＥＴＬ）及び電子注入層（Electron i
njection layer、ＥＩＬ）のような共通層（common layer）の内、少なくともいずれか一
つをさらに含むことができる。
【００３７】
　有機化合物層（ＯＬ）が形成された基板（ＳＵＢ）上には、第２電極（Ｅ２）が形成さ
れる。第２電極（Ｅ２）は、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）、ＩＺＯ（Indium Zinc Oxide
）またはＺｎＯ（Zinc Oxide）などの透明導電物質や、マグネシウム（Ｍｇ）、カルシウ
ム（Ｃａ）、アルミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）のような不透明導電物質が薄く形成され
て、透過電極として機能することができる。第２電極（Ｅ２）は、ピクセルを覆うように
薄膜トランジスタ基板（ＳＵＢ）上に一体に延長されて配置されることができる。
【００３８】
　本発明に係る有機発光表示装置は、カラーフィルタ（ＣＦ）を含む。カラーフィルタ（
ＣＦ）は、ピクセルごとに１つずつ割り当てることができる。カラーフィルタ（ＣＦ）は
、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）の光を透過させる赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び
青色（Ｂ）のカラーフィルタ（ＣＦ）を含むことができる。赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び
青色（Ｂ）のカラーフィルタ（ＣＦ）のそれぞれは、対応する赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及
び青色（Ｂ）ピクセルに割り当てられる。
【００３９】
　一例として、カラーフィルタ（ＣＦ）は、薄膜トランジスタ基板（ＳＵＢ）上に形成さ
れることができる。カラーフィルタ（ＣＦ）形成工程時に提供される環境に、有機発光ダ
イオード（ＯＬＥ）が露出して、劣化される問題を防止するために、カラーフィルタと、
有機発光ダイオード（ＯＬＥ）の間には、封止層（encapsulation layer）（ＥＮＣ）が
介在されることができる。また、封止層（ＥＮＣ）は、有機発光ダイオード（ＯＬＥ）で
水分及び／または酸素が流入することを防止することができる。これにより、有機発光ダ
イオード（ＯＬＥ）の寿命の低下及び輝度の低下を防止することができる利点を有する。
封止層（ＥＮＣ）は、少なくとも一つの無機膜と、少なくとも一つの有機膜が積層された
形態で備えられることができる。このとき、無機膜と有機膜は互いに交互して配置される
ことができる。隣接するカラーフィルタ（ＣＦ）は、封止層（ＥＮＣ）上に形成されたブ
ラックマトリックス（ＢＭ）によって区画されることができる。（図４の（ａ））
【００４０】
　他の例として、カラーフィルタ（ＣＦ）は、薄膜トランジスタ基板（ＳＵＢ）と対向す
る対向基板（ＣＳＵＢ）に形成されることができる。対向基板（ＣＳＵＢ）は、有機発光
ダイオード（ＯＬＥ）から放出される光が透過できるように透明材質でなされることがで
きる。隣接するカラーフィルタ（ＣＦ）は、対向基板（ＣＳＵＢ）上に形成されたブラッ
クマトリックス（ＢＭ）によって区画されることができる。（図４の（ｂ））
【００４１】
　有機化合物層（ＯＬ）の内部で生成された光は、多方向に放射される。有機発光ダイオ
ード（ＯＬＥ）の発光効率を高めるためには、放射する光の進行方向を、既に設定された
一方向（以下、指向方向と称する）に制御する必要がある。つまり、放射する光の進行方
向を制御するために、有機化合物層（ＯＬ）を間に置いて透過電極と反射電極を対向配置
することができる。本発明では、第１電極（Ｅ１）は、反射電極として機能し、第２電極
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（Ｅ２）は、透過電極として機能することができる。
【００４２】
　生成された光の内、指向方向に進行する、一部の光は透過電極を通過して表示装置の外
部に放出される。他の一部の光は、反射電極を介して指向方向に方向が転換された後、透
過電極とカラーフィルタ（ＣＦ）を順に通過して、表示装置の外部に放出される。このよ
うに、反射電極をさらに含む場合、最初の指向方向に進行しない光の進行方向を指向方向
に切り替えることができるので、光効率が改善されることができる。
【００４３】
　ただし、図５をさらに参照すると、有機化合物層（ＯＬ）から放出された光の一部（Ｌ
１）は、当該ピクセルに割り当てられたカラーフィルタ（ＣＦ）を通過せずに、隣接する
カラーフィルタ（ＣＦ）を向けて進行することができる。この場合、表示品質が著しく低
下するような混色不良が発生するので、問題になる。本発明の好ましい実施形態は、この
ような混色不良を改善するためにブラックマトリックス（ＢＭ）を含むことができる。さ
らに、ブラックマトリックス（ＢＭ）を利用して効果的に混色不良を改善するために、セ
ルギャップ（Cell gap）（ＣＧ）を調節したり、ブラックマトリックス（ＢＭ）の幅を適
切に調節したりすることができる。
【００４４】
　ただし、有機化合物層（ＯＬ）から放出された光の一部（Ｌ２）は、光の進行経路に備
えられた薄膜層の間の屈折率の差などにより薄膜層の界面の間で全反射を介して隣接する
ピクセルの方向に進行（wave guide）するか、またはバンク（ＢＮ）の表面と内部を通過
して隣接するピクセルの方向に進むことができる。隣接するピクセルに向けて光は、指向
方向に出光されず、隣接するカラーフィルタ（ＣＦ）に向かって進むか、反射電極である
第１電極（Ｅ１）に反射されて隣接するカラーフィルタ（ＣＦ）に向けて進行することが
できる。このような光（Ｌ２）は、その進行方向が指向方向から激しくシフトすることが
できるので、ブラックマトリックス（ＢＭ）を利用して、これを遮断するには限界がある
。
【００４５】
　高ＰＰＩ（Pixel Per Inch）を有する高解像度の表示装置では、ピクセルのサイズが相
対的に少なくなるので、wave guideされた光（Ｌ２）による混色不良がさらに問題になる
ことができる。したがって、本発明の好ましい実施形態は、前述した混色不良を最小化す
るための新規の構造が提供される必要がある。
【００４６】
<第１実施形態>
【００４７】
　図６は、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置を概略的に示す断面図である。
【００４８】
　図６を参照すると、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置は、薄膜トランジス
タ基板（ＳＵＢ）を含む。薄膜トランジスタ基板（ＳＵＢ）上にはピクセルのそれぞれに
割り当てられた薄膜トランジスタ（図示せず）及び薄膜とランジスタと接続された有機発
光ダイオード（ＯＬＥ）が配置される。有機発光ダイオード（ＯＬＥ）は、第１電極（Ｅ
１）、第２電極（Ｅ２）、第１電極（Ｅ１）と第２電極（Ｅ２）との間に介在する有機化
合物層（ＯＬ）を含む。
【００４９】
　隣接するピクセルは、バンク（ＢＮ）によって区画されることができ、各ピクセル（Ｐ
ＸＬ）の平面形状は、バンク（ＢＮ）によって定義されることができる。したがって、予
め設定された平面形状を有するピクセル（ＰＸＬ）を形成するために、バンク（ＢＮ）の
位置と形状は適宜選択することができる。
【００５０】
　本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置は、バンク（ＢＮ）に形成された凹部（
ＢＨ）、及び凹部（ＢＨ）内に引き込まれた光ストッパー（ＬＳ）を含む。図示しないが
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、隣接するピクセル間のバンク上に複数の凹部（ＢＨ）が形成されることができ、それぞ
れの凹部（ＢＨ）には光ストッパー（ＬＳ）をそれぞれ引き込むことができる。
【００５１】
　凹部（ＢＨ）は、バンク（ＢＮ）の全体の厚さを完全に貫通してバンク（ＢＮ）の下部
層を露出するホール形状を有することができ、バンク（ＢＮ）の上部表面を内側に部分的
に陥没させることにより設けられた溝形状を有することもできる。
【００５２】
　光ストッパー（ＬＳ）は、凹部（ＢＨ）に引き込まれ、カラーフィルタ（ＣＦ）に向か
って突出した形で設けられる。したがって、光ストッパー（ＬＳ）の上部表面は、バンク
（ＢＮ）の上部表面から既に設定された間隔だけ離隔されることができる。光ストッパー
（ＬＳ）は凹部（ＢＨ）内に引き込まれるように形成されるので、単純な積層構造に比べ
て自分の位置に正確にアラインされることができる。
【００５３】
　光ストッパー（ＬＳ）は、光ストッパー（ＬＳ）に入射された光を遮断及び/または吸
収することができるようブラック色の物質を含むことができる。一例として、光ストッパ
ー（ＬＳ）は、カーボンブラック（carbon black）、カーボンブラックを混合した混合染
料、ブラック樹脂、グラファイトパウダー（graphite powder）、グラビアインキ、ブラ
ックスプレー及びブラックエナメルの内、いずれか１つを含むことができる。他の例とし
て、光ストッパー（ＬＳ）は、有機ブラックを用いた物質に基づいて形成されるフォトレ
ジスト（photo resist）を含むことができる。ただし、これに限定されるものではない。
【００５４】
　光ストッパー（ＬＳ）の内、バンク外側に突出した部分は、薄膜層の界面の間で進行（
wave guide）するか、バンク（ＢＮ）の表面及び内部を経て進行して隣接するカラーフィ
ルタ（ＣＦ）を向く光を遮断及び／または吸収することができる。光ストッパー（ＬＳ）
の内、凹部（ＢＨ）を介してバンク（ＢＮ）の内側に引き込まれた部分は、バンク（ＢＮ
）内側に進行して隣接するカラーフィルタ（ＣＦ）に向かう光を遮断及び／または吸収す
ることができる。これにより、本発明の第１実施形態は、混色不良を著しく改善させるこ
とができるので、表示品質が向上した有機発光表示装置を提供することができる。
【００５５】
　図７は、ライトストッパの配置例を説明するための図である。
【００５６】
　図７を参照すると、光ストッパー（ＬＳ）は、位置に応じて選択的に備えられることが
できる。つまり、光ストッパー（ＬＳ）は、全領域で隣接するピクセル（ＰＸＬ）の間ご
とに配置される必要なく、必要な位置で隣接するピクセル（ＰＸＬ）の間に選択的に備え
られることができる。
【００５７】
　隣接するピクセル（ＰＸＬ）が同じ色を発光するピクセル（ＰＸＬ）に割り当てられる
場合、隣接するピクセル（ＰＸＬ）の間に混色不良が問題にならないことがある。これを
考慮して、本発明の第１実施形態は、隣接するピクセル（ＰＸＬ）に割り当てられる色に
基づいて、隣接するピクセル（ＰＸＬ）の間に光ストッパー（ＬＳ）を配置するかどうか
を決定することができる。
【００５８】
　例えば、第１色を発光する第１ピクセル（ＰＸＬ１）に基づいて、第１ピクセル（ＰＸ
Ｌ１）と第１方向に隣接するピクセル（ＰＸＬ）は、第２色を発光する第２ピクセル（Ｐ
ＸＬ２）で割り当てられ、第１ピクセル（ＰＸＬ１）と第２方向に隣接するピクセル（Ｐ
ＸＬ）は、第１色を発光する第３ピクセル（ＰＸＬ３）に割り当てることができる。ここ
で、互いに異なる色を発光する第１ピクセル（ＰＸＬ１）と第２ピクセル（ＰＸＬ２）の
間には、光ストッパー（ＬＳ）を形成し、互いに同じ色を発光する第１ピクセル（ＰＸＬ
１）と第３ピクセル（ＰＸＬ３）との間には、光ストッパー（ＬＳ）を形成しないことが
ある。この場合、光ストッパー（ＬＳ）を、必要な領域のみ選択的に形成すれば十分であ
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るため、工程の自由度を確保することができる利点を有する。また、光ストッパー（ＬＳ
）を形成しない領域では、バンク（ＢＮ）の幅を相対的に狭く形成し、対応するほど開口
率を確保することができる利点を有する。
【００５９】
　図８及び図９は、本発明の第１実施形態に係る別の効果を説明するための図である。
【００６０】
　ピクセル間の間隔が相対的に減る高解像度表示装置においては、有機化合物層（ＯＬ）
を通じた漏れ電流（leakage current）によって所望しないピクセルから光が放出される
ことにより、隣接するピクセル間の混色不良が発生することができる。つまり、隣接する
ピクセルがバンク（ＢＮ）のようなピクセルの区画膜によって区画され、所定の間隔離隔
されているものの、高解像度の表示装置であるほど、その間隔が著しく減るので、漏れ電
流による混色不良の発生頻度は増加する。有機化合物層（ＯＬ）を構成する層のうち、伝
導度が高い少なくとも一つの層、例えば、複数のスタック構造を有する場合、電荷生成層
が、漏れ電流の流路になることがあり、問題になる。
【００６１】
　図８を参照すると、本発明の第１実施形態は、バンク（ＢＮ）の上部表面よりさらに突
出する光ストッパー（ＬＳ）を備え、その上に有機化合物層（ＯＬ）を形成するため、隣
接するピクセルに流れることができる漏れ電流の経路を十分に長く確保することができる
。つまり、漏れ電流の流路になる層（例えば、電荷生成層）は、光ストッパー（ＬＳ）の
表面形状に沿って蒸着されるので、相対的に長い漏れ電流の流路を確保することができる
。これにより、本発明の第１実施形態は、漏れ電流を効果的に減らすことができ、発光が
要求されないピクセルから光が放出されることにより、表示特性が著しく低下する問題を
防止することができる。
【００６２】
　図９を参照すると、本発明の第１実施形態は、漏れ電流を効果的に遮断するために、あ
る一領域において、漏れ電流の経路となる層を含む有機化合物層（ＯＬ）を分離させるこ
とができる。つまり、示されたように、有機化合物層（ＯＬ）は、光ストッパー（ＬＳ）
とバンク（ＢＮ）によって設けられた段差により、少なくとも一領域から分離された状態
で残留することができる。これにより、本発明の第１実施形態は、少なくとも一領域での
電流の漏れ経路を断絶させることができるので、漏れ電流による混色不良をさらに最小化
することができる利点を有する。
【００６３】
　このとき、第２電極（Ｅ２）は、すべてのピクセルを覆うように一体に形成され、ピク
セルのそれぞれに低電位電圧を供給するため、複数の部分に物理的に分離される場合、特
定ピクセルが駆動されないことがある。したがって、本発明の第１実施形態は、有機化合
物層（ＯＬ）は分離され、第２電極（Ｅ２）は、分離されないように工程の方法と物質を
制御することができる。（図９の（ａ））
【００６４】
　または、本発明の第１実施形態は、光ストッパー（ＬＳ）を特定の位置に選択的に配置
することにより、有機化合物層（ＯＬ）と第２電極（Ｅ２）を特定の位置でのみ選択的に
分離することができる。この場合、有機化合物層（ＯＬ）が特定の位置で選択的に分離さ
れることによって漏れ電流の経路が断絶されることがあることはもちろん、第２電極（Ｅ
２）が特定の位置でのみ選択的に分離されるため、特定位置のピクセルが未駆動される不
良を防止することができる。（図９の（ｂ））
【００６５】
＜第２実施形態＞
【００６６】
　図１０は、本発明の第２実施形態に係る有機発光表示装置を概略的に示す断面図である
。
【００６７】
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　図１０を参照すると、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置は、薄膜トランジ
スタ基板（ＳＵＢ）を含む。薄膜トランジスタ基板（ＳＵＢ）上にはピクセルのそれぞれ
に割り当てられた薄膜トランジスタ（図示せず）及び薄膜トランジスタと接続された有機
発光ダイオード（ＯＬＥ）が配置される。有機発光ダイオード（ＯＬＥ）は、第１電極（
Ｅ１）、第２電極（Ｅ２）、第１電極（Ｅ１）と第２電極（Ｅ２）との間に介在する有機
化合物層（ＯＬ）を含む。
【００６８】
　隣接するピクセルは、バンク（ＢＮ）によって区画されることができ、各ピクセル（Ｐ
ＸＬ）の平面形状は、バンク（ＢＮ）によって定義されることができる。したがって、予
め設定された平面形状を有するピクセル（ＰＸＬ）を形成するため、バンク（ＢＮ）の位
置と形状は適宜選択することができる。
【００６９】
　本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置は、バンク（ＢＮ）に形成された凹部（
ＢＨ）、凹部（ＢＨ）内に引き込まれた光ストッパー（ＬＳ）、及び光ストッパー（ＬＳ
）を包み込むバリア（ＢＲ）を含む。
【００７０】
　凹部（ＢＨ）は、バンク（ＢＮ）の全体の厚さを完全に貫通してバンク（ＢＮ）の下部
層を露出するホール形状を有することができ、バンク（ＢＮ）の上部表面を内側に部分的
に陥没させることにより設けられた溝形状を有することもできる。
【００７１】
　光ストッパー（ＬＳ）は、凹部（ＢＨ）に引き込まれ、カラーフィルタ（ＣＦ）に向か
って突出した形で設けられる。したがって、光ストッパー（ＬＳ）の上部表面は、バンク
（ＢＮ）の上部表面からあらかじめ設定された間隔だけ離隔されることができる。光スト
ッパーは凹部（ＢＨ）内に引き込まれるように形成されるので、単純な積層構造に比べて
自分の位置に正確にアラインされることができる。
【００７２】
　光ストッパー（ＬＳ）は、光ストッパー（ＬＳ）に入射された光を遮断及び/または吸
収することができるようブラック色の物質を含むことができる。一例として、光ストッパ
ー（ＬＳ）は、カーボンブラック（carbon black）、カーボンブラックを混合した混合染
料、ブラック樹脂、グラファイトパウダー（graphite powder）、グラビアインキ、ブラ
ックスプレー及びブラックエナメルの内、１つを含むことができる。他の例として、光ス
トッパー（ＬＳ）は、有機ブラックを用いた物質に基づいて形成されるフォトレジスト（
photo resist）を含むことができる。ただし、これに限定されるものではない。
【００７３】
　光ストッパー（ＬＳ）の内、バンク外側に突出した部分は、薄膜層の界面の間で進行（
wave guide）するか、バンク（ＢＮ）の表面及び内部を経て進行して隣接するカラーフィ
ルタ（ＣＦ）を向く光を遮断及び/又は吸収することができる。光ストッパー（ＬＳ）の
内、凹部（ＢＨ）を介してバンク（ＢＮ）の内側に引き込まれた部分は、バンク（ＢＮ）
内側に進行して隣接するカラーフィルタ（ＣＦ）に向かう光を遮断及び/または吸収する
ことができる。これにより、本発明の第１実施形態は、混色不良を著しく向上させること
ができるので、表示品質が向上した有機発光表示装置を提供することができる。　
【００７４】
　一方、光ストッパー（ＬＳ）を構成する顔料（pigment）で発生するアウトガス（out-g
as）により有機化合物層（ＯＬ）が劣化する問題が発生するおそれがある。したがって、
本発明の第２実施形態は、アウトガスによる有機化合物層（ＯＬ）の劣化防止のため、光
ストッパー（ＬＳ）の周囲を包み込むバリア（ＢＲ）をさらに含むことができる。バリア
（ＢＲ）は、光ストッパー（ＬＳ）を完全に囲むよう備えられる。バリア（ＢＲ）は、酸
化シリコン（ＳｉＯｘ）膜、窒化シリコン（ＳｉＮｘ）膜のような無機物質からなること
ができ、単一層あるいはこれらの積層された多層で有り得る。
【００７５】
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　これにより、本発明の第２実施形態は、光ストッパー（ＬＳ）を完全に覆うバリア（Ｂ
Ｒ）を備えることにより、光ストッパー（ＬＳ）で発生することができるアウトガスが有
機化合物層（ＯＬ）に流入されることを防止することができる。これにより、本発明の第
２実施形態は、アウトガスによる有機発光ダイオードの劣化を防止することができて、素
子の信頼性を確保することができる利点を有する。
【００７６】
　図１１Ａ～図１１Ｄは、バリアの形成方法の例を時系列的に示した図である。
【００７７】
　図１１Ａを参照すると、バンク（ＢＮ）上には少なくとも一つの凹部（ＢＨ）が形成さ
れる。前述したように、凹部（ＢＨ）は、バンク（ＢＮ）の厚さ全体を貫通するように備
えられることができ、バンク（ＢＮ）の厚さの一部のみが陥没した形態で備えられること
もできる。
【００７８】
　図１１Ｂを参照すると、凹部（ＢＨ）が形成されたバンク（ＢＮ）上に第１無機物質（
ＩＭ１）を塗布する。以後、第１無機物質（ＩＭ１）をパターニングして、少なくとも凹
部（ＢＨ）内に第１無機物質（ＩＭ１）が残留するようにすることができる。図において
は、第１無機物質（ＩＭ１）が凹部（ＢＨ）内にのみ残留する場合を例に挙げて示したが
、これに限定されるものではなく、第１無機物質（ＩＭ１）は、発光領域（例えば、第１
電極（Ｅ１、図１０））に残留しないようにパターンされると、十分である。
【００７９】
　図１１Ｃを参照すると、凹部（ＢＨ）内に少なくとも一部が引き込まれる光ストッパー
（ＬＳ）が形成される。凹部（ＢＨ）内で光ストッパー（ＬＳ）の下端は、第１無機物質
（ＩＭ１）によって覆うように配置される。
【００８０】
　図１１Ｄを参照すると、光ストッパー（ＬＳ）が形成されたバンク（ＢＮ）の上に第２
無機物質（ＩＭ２）を塗布する。以後、第２無機物質（ＩＭ２）をパターニングして、少
なくとも光ストッパー（ＬＳ）の上部に第２無機物質（ＩＭ２）が残留するようにするこ
とができる。第２無機物質（ＩＭ２）は、発光領域（例えば、第１電極（Ｅ１、図１０）
）に残留しないようにパターンされると、十分である。
【００８１】
　残留する第１無機物質（ＩＭ１）と第２無機物質（ＩＭ２）は、光ストッパー（ＬＳ）
を完全に包むように備え、バリア（ＢＲ）となる。つまり、バリア（ＢＲ）は、第１無機
物質（ＩＭ１）を含む第１部分と、第２無機物質（ＩＭ２）を含む第２物質に区分される
ことができる。このとき、第１部分と第２部分は、同一の物質を含むことができ、互いに
別の物質を含むこともできる。本発明の第２実施形態は、光ストッパー（ＬＳ）を構成す
る顔料で発生することができるアウトガスの問題を効果的に遮断することにより、素子の
信頼性を向上させることができる。
【００８２】
　以上説明した内容を通じて当業者であれば、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様
に変更及び修正することができる。したがって、本発明の技術的範囲は、明細書の詳細な
説明に記載された内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲によって定められるべ
きである。
【符号の説明】
【００８３】
ＰＸＬ:ピクセル　　　　　　　ＳＵＢ:基板
ＯＬＥ:有機発光ダイオード　　Ｅ１:第１電極
ＯＬ:有機化合物層　　　　　　Ｅ２:第２電極
ＢＮ:バンク　　　　　　　　　ＢＨ:凹部
ＬＳ:光ストッパー　　　　　　ＢＲ:バリア
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摘要(译)

本发明提供一种有机发光显示器，其通过最小化颜色混合缺陷而具有改
善的显示质量。 根据本发明的有机发光显示器包括像素，堤和光阻挡
件。堤岸限定像素并且在相邻像素之间提供至少一个凹槽。至少一部分
光塞被拉入凹槽中。 [选图]图6
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